
 

 

 

 

       

 

 

 

 

応援するということ 

     校長 田村 稔 

 早逝したＫさんは私の中学、高校時代の同級生です。ともに剣道部で汗を流した仲でもありました。彼は剣道に

打ち込み鍛錬を重ねていましたが、ついにレギュラーにはなれませんでした。それでも彼は不貞腐れることなく、

最後まで剣道生活を全うしたのです。そんな彼の逸話の一つに、団体戦で戦う仲間を応援するエピソードがありま

す。地区の大きな大会の決勝戦でのことです。試合は先鋒、次鋒、中堅、副将と進み、ここまでは互角。勝敗は最後

の大将戦に持ち込まれました。当時剣道の試合では大きな声で応援するのはご法度とされていましたから、ギャラ

リーは静かに固唾をのんで見守ります。時折拍手で仲間を鼓舞するのみです。後で仲間から聞いた話ですが、その

時彼は両手を握りしめ前のめりになりながら、自軍の大将の一本一本に懸命に拍手を贈り、惜しい打突には腰を浮

かせ身をよじらせて残念がります。そして、大将の会心の一撃で、勝利が確定した時！彼はまさに飛び上がらんば

かりになって喜んだといいます。彼の喜び方はひときわ目立ち、周囲も驚くほどでした。大将が戻ってきたとき、真

っ先に迎えた彼は満面の笑みを湛えていました。 

 先日の築地小学校の運動会。子どもたちは競技する仲間にものすごい応援を贈っていました。それは相手を勇気

づけ、背中を押すとともに、自分自身をも鼓舞することになっていたのではないかと思います。子どもたちが書い

た作文を数人だけ抜粋してご紹介します。 

・私は応援練習のとき、応援団が大変な思いをしながらも、みんなに応援歌などを教えてくれました。応援団の人

たちがとってもがんばっていたので、私も声を一生懸命出そうと思いました。でも私は少ししか声を出せません

でした。運動会当日になって、私は応援団がいつも練習しているときより、とてもがんばっているように見えま

した。応援合戦の最初は練習のときと同じであまり声が出せませんでした。がんばっている応援団を見て、「私も

がんばろう！」という気持ちになりました。応援合戦が始まってとっても緊張したけれど、途中から大きな声が

出せるようになりました。大きな声を出したら「楽しいし、うれしい！」という気持ちになりました。 

・他の学年の徒競走のスタート前、同じ組の友だちの名前がアナウンスされたとき、「イェーイ！」って言うのが楽

しかったです。自分がされたら嬉しいことをしていい気分になりました。 

・応援練習のときにＡさんが大きい声を出し続けていた。ぼくも応援団だからＡさんみたいに大きな声を出してみ

たら、先生に大きな声だとほめられた。うれしかった。５・６年生が競技中に応援したけれど、大きな声は出なか

ったけれどがんばった。その後に６年生に「大きい声、出てたよ」って言われた。すごくうれしかった。次も応援

団になるときは大きい声を出してがんばりたい。 

・応援練習のとき、〇〇さんは声が枯れそうなくらい大きな声を出していて、その後からみんなも大きい声を出す

ようになった。自分も大きい声を出せるようにがんばった。応援していると、他の人に「ありがとう」と言われて

嬉しかった。（中略）１年生の子が「応援すごかったよ」って言ってくれたのが嬉しかった。家の人にもすごかっ

たと言われて嬉しかった。」 

・「応援団になって、５・６年生と一緒に練習してみて、みんなをまとめるところを見てかっこいいと思った。５・

６年生がいつも引っぱっていてくれたから、まねして４年生の応援団だけでもまとめることができた。」 

  様々な学びがあった「応援」。「仲間のため」だけではなく、自分を大きく成長させる行為でもありました。懸命

に応援する仲間の姿に憧れをもち、自分の目標やロールモデルとした子も多かったようです。がんばった松の子

たちに心からの拍手を贈ります。これからもがんばれ、松の子たち！フレーフレー松の子！ 

胎内市立築地小学校だより 
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低学年 団体種目 

たま入れ たくさん入るかな？ 

開会式 

応援団長による力強い

選手宣誓 

高学年 団体種目 

送ってつないで大玉おくり！ 

中学年 団体種目 

引っぱれ！つなひき！ 

下学年 表現運動 

「できっこないを

やるっきゃない」 

みんなで元気に 

ラジオ体操 

赤白がんばれ！応援合戦 
全力で走りぬけ！ 

３年生 80ｍ走 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１０日（金） 交通少年団入団式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胎内市交通安全協会の皆様がお出で

くだり、団旗や目録が授与されました。

また、会長の平野様、田村校長から、交

通安全に関する話を聞きました。 

 築地小学校では、毎年、６年生が入団

します。自分たちはもちろん、下級生も

安全に登下校できるよう、決意を新たに

しました。 

 保護者、地域の皆様からの児童の交通

安全の見守りを、今後ともどうぞよろし

くお願いいたします。 

接戦の末、今年の総合優

勝＆応援賞は赤組！赤も

白も最後までがんばりま

した 

皆様からのたくさんの応援、ありがとうございました。また、運

動会終了後には、たくさんの保護者の皆様から後片付けのお手伝

いにご協力いただきました。本当にありがとうございました！ 

運動会の最後をかざる上学年表現運動「よっちょれ」。 

中条和組の皆さんから３回指導に来ていただき、全員

鳴子を持ち、踊りがグレードアップしました！ 

築地小学校 交通少年団 誓いの言葉 

１ わたしたち交通少年団員は、すすんで交通の

きまりを守り、みんなの模範となります。 

２ わたしたち交通少年団員は、みんなで交通事

故防止について話し合います。 

３ わたしたち交通少年団員は、みんなに交通安

全を呼びかけます。 

４ わたしたち交通少年団員は、一生懸命勉強し、

体をきたえ、親切な心をもち、社会のために役立

つ人間になります。 



令和６年度 

「築地小中合同クリーン大作戦in村松浜」のお知らせ 
 

村松浜海岸清掃を下記により実施します。今年度も、よりきれいな海岸を目指して、

また、児童生徒にふるさと築地を愛する心を育もうと、小中合同で取り組むことにしま

した。この活動は、築地小学校・中学校コミュニティ・スクールの重点活動の一つとな

っております。 

地域の皆様、各団体の皆様、ご都合がつきましたら、どうぞご参加ください。 

 

１ ねらい 

【あ い】ふるさとの海岸を大切にしようという思いをもって、清掃に取り組む。 

【ひ と】誰とでも協力をし、声をかけ合いながら、清掃に取り組むことができる。 

【いきる】時間いっぱい最後まで一生懸命に清掃に取り組むことができる。 

【みらい】清掃活動を通して、地域を大切にし貢献していこうとする気持ちを高める。   
２ 日 時  令和６年６月２６日（水） 午前９時15分頃から10時30分頃まで 

３ 場 所  村松浜海水浴場 

４ その他 

・ 申込みは不要です。直接、村松浜海水浴場までお越しください。当日は暑くなるこ

とも予想されます。多めの水分持参、風通しのよい服装など、熱中症対策をお願いし

ます。 

・ 当日、天候不良で延期の場合には、防災無線にてその旨をお知らせします。学校ホ

ームページでも８時30分頃までに中止のお知らせをしますので、当日の天候状況に

応じてご確認ください。 

・ お車の方は、第２駐車場（旧グラウンド）をご利用ください。第１駐車場（砂利）

は、児童生徒のバス、緊急車両の駐車場となりますので、駐車不可とさせていただき

ます。ご了承ください。 

 

 

 

 

昨年度のクリーン作戦の様子です 
                               

総勢４００人近くで清掃

活動を行いました！ 

【問合せ先】 築地小学校 教頭 TEL 45－2020、築地中学校 教頭 TEL 45－2019 


